






























































The Journal of Faculty of Developmental Education,








会をつくって実施された．実施期間は 2012 年 8 月 22 日
（水）～ 8 月 26 日（日）の 5 日間であった．
調査者 2 名（井上・笹倉）はまるごと事業の全日程（4










その内訳は中学生女児 1 人，中学生男児 4 人，小学生女
児 6 人，小学生男児 5 人であった．予定があるため終了



















１日目 8 月 22 日 オリエンテーション
２日目 8 月 23 日 自然探索・川遊び
３日目 8 月 24 日 ボランティア活動（保育所・ごみ拾い）
４日目 8 月 25 日 ゴムボート川下り



























































































































































































































































































































































































































































































以上の国保 10 割給付（1961 年）や乳児死亡率ゼロの達成
（1962 年）などに代表される，生命を尊重する行政施策
が推進された．






















6… 戦後日本を代表する教育学者の 1 人である大田…堯（2013）
は，人が生きるということを次のようにとらえている．人
は，「常に自らと異なったひと，こと，ものとの接触の中
で，異物を受け入れたり，反対に拒否したり，記憶のなか
に蓄えたりすることで，自分を変えながらも自分のアイデ
ンティティ，つまり常に自分流儀で，自分を持続していく
のであろう」（大田 2013：309-10）．
7… 谷口（2011）は，お金に対する執着を示した被虐待児の
事例について，「お金をほしがっていることは，自身の将
来への不安の表れと見ることもできる」（谷口 2011：172）
と述べている．
8… 深刻な虐待経験を有している子どもは，明日を見通すこと
ができない．そのため彼女 / 彼らは，自分を裏切らない「お
金」に執着し，たとえば，小遣いの入った財布を盗まれな
いために，夜もジーパンを脱がずにポケットに財布をいれ
たまま就寝する，あるいは，入浴時も財布をビニール袋に
入れて浴室に持ちこむ，といったような行動をとるのであ
る（土井 2008：40）．
9… 酒井（2005）は，健康的に社会生活を営むためには，多様
な他者と信頼関係を形成していくことが必要不可欠であ
り，「それらの信頼関係を支えているのは，相手と自分は
お互いに信頼しあっているという感覚」であると述べてい
る．したがって，信頼関係においては相互作用が重要な働
きをなすため，両者が互いに信頼しあっている双方向の信
頼感という意味で「相互信頼感」を用いている．
10… 2 日目に財布を預かったことがきっかけとなり，調査者は
たびたび D 児の持ち物（ペットボトル，靴下，棒切れ等）
を預かることになった．
11… 土井（2008）は，肩に手を置いた瞬間，1 メートルほど
飛びのいた被虐待児の事例をあげ，このような子どもとは，
「傷ついた心をみずから修復させようとする柔軟なレジリ
エンスが，子どもの内面に満ちてくることを信じて，繰り
返し応答」する「恒常性のある応答関係」を築く必要があ
ると述べている．（土井 2008：68-9）
12… 「相手が自分と同じ集団に属する場合，その人は内集団の
成員とみなされ，異なる集団に属する場合，外集団の一員
と判断される」（吉田・松原 1999：235）．
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